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スッポンMジョイント 施工手順

注1）分解せずに接合して下さい。
注2）新型仮止めスペーサ付き。

■K寸の表

®

注3）締付トルクの幅は裏面参照
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■標準締付トルク表 〔N・m〕
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TEL 087-805-0001（施工コールセンター）
FAX 087-877-2801

パイプ挿入

パイプ仮固定

1

2

3

パイプ挿入量記入

分解せずに継手を標線まで入れ、
仮止めスペーサを取り外します。
•外れにくい場合は締付ナットを少し緩める。
•仮止めスペーサを先に外しても良い。

ストップリングは押輪と接した状
態で標線と合わせます。
パイプが仮固定するまで、押輪締
付ナットを軽く締めて下さい。

パイプ挿入量（Ｋ寸）を測り、標線
を記入して下さい。
（管切断のカエリは取り除く）
※［K寸メジャー］又は［K寸の表］参照
異形管　MVF,MVB,MVTなど
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接合完了
ストップリング両端に「スキマ」が
保たれていることを確認して下さ
い。

スキマ スキマ

施工完了7

ストップリング本締め6

塩ビ管の場合はストップリングの
先端があたるまで締付ナットを
本締めして下さい。
※鋼管の場合は［標準締付トルク表］
参照、先端はあたりません。

押輪本締め4

押輪締付ナットを数回にわたり均
等に本締めして下さい。
（標準締付トルク表参照）

ストップリング仮締め5

ストップリングを標線に合わせた
状態で、ストップリング上部を押
さえながら、ストップリング締付
ナットを締め付けて下さい。

新

旧施工手順書はこちら

https://www.sk-kawanishi.com/media-download/5006/1065139be3660219/


・ポリエチレン管・ステンレス管の接続にはＰＥ用ストップリングをご使用ください。

・

ストップリング標準締付トルク表（N・m）

注意

押輪標準締付トルク表（N・m）
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呼び径
ストップリング標準締付トルク（Ｎ・ｍ） ストップ

リング締付
ボルト・

ナットサイズ

対辺
VP VU VT VH・SGP

40

ストッ
プリン
グ先端
が当た
るまで
締めて
下さい。

25（参考） ―― ―― ―― ―― 25〜30 M10 17

50

40（参考）

ストップリング先端ストップリング先端
を1.5mm程度あけを1.5mm程度あけ
て締めて下さい。て締めて下さい。

20
（参考）

ストッ
プリン
グ先端
が当た
るまで
締めて
下さい。

60
（参考）

50〜70

M16 24

65 ―― ――

75
ストップリング先端ストップリング先端
を1.5mm程度あけを1.5mm程度あけ
て締めて下さい。て締めて下さい。

20
（参考）

80
（参考）100 50（参考）

ストップリング先端
が当たるまで締め
て下さい。

25（参考） 60〜80

125
60（参考） 60

（参考） 80〜100
150 80〜100

※太字：下限値

呼び径
押輪締付トルク（Ｎ・ｍ） 押輪締付

ボルト・
ナット
サイズ

対辺
VP VU VT VH・SGP

40 20〜25〜30 ―― ―― 20〜20〜2525〜30〜30 M10 17

50

35〜40~60

10〜10〜1515〜20〜20

35〜〜40〜〜60 35〜40〜〜60

M16 24

65 ――

75 30〜30〜4040〜60〜60

100 40〜40〜5050〜60〜60 40〜40〜5050〜60〜60 40〜40〜5050〜60〜60 40〜40〜5050〜60〜60

125
40〜60〜70 40〜60〜70 40〜60〜70 40〜70〜80

150

※太字：基準値

注意
・SGP・VU（50〜75）の場合はストップリングの先端は当たりません。無理に締め付
けようとすると破損の原因となります。
・ストップリング先端締付状態

・ストップリング標準締付トルクを参照して下さい。

VP・VU（100〜150）・
VT（50〜125）の場合
施工後（締付後）

VU（50〜75）・
SGPの場合
施工後（締付後）

先端が当たります 先端は当たりません


